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レ
ン
チ
ョ
ウ

蓮

澄

白

山
富
の
長
一
位
。
ぷ
純
二

年
四
且
十
八
日
出
山
大
先
淫
の
肢
に
納
せ
ら
れ
、
文

M
m
二
年
四
H
A
品
川
凶
日
U
K
廷
に
任
ぜ
ら
れ
た
こ
と
は
白

山
宮
前
山
昭
治
巾
把
録
に
見
え
る
。
後
七
制
総
長
更
と

な
っ
た
が
、
そ
の
納
任
の
年
且
は
明
ら
か
で
な
い
。

レ
ン
ト
ク
ジ

建

徳

寺

前
出
山
内
阿
世
附
に
在
っ

て
、
民
宗
来
振
に
臨
す
る
。

レ
ン
ト
h
y
wy

建
徳
寺
刑
制
的
制
安
部
屈
に
在
っ

て
、
認
宗
市
民
振
に
凪
す
る
。

レ
ン
ニ
ヨ

蓮
如

(
一
)
北
陸
行
脚
|
恕
如
の
第

一
回
の
北
陸
行
酬
が
、
資
徳
出
年
そ
の
一
-
一
十
五
絞
り

時
に
在
っ
た
一
中
は
、
む
徳
記
に
紋
ぜ
ら
れ
、
此
の
時

世
入
存
如
は
術
本
願
寺
に
在
っ
た
。
こ
の
行
の
問
的
、

一
一
は
出
限
を
総
て
側
束
に
祉
き
、
組
側
削
を
巡
拝
す
る

に
あ
っ
た
で
あ
ら
う
が
、
叉
一
は
越
中
稲
泉
寺
及
び

加
れ
二
恨
の
木
泉
寺
を
開
削
し
た
叔
父
如
来
と
合
見
の

必
裂
が
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
ぬ
。
何
と
な
れ
ば
諮
如

は
存
知
的
長
子
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
綴
母
は
己
の
防

虫
邸
玄
を
立
て
ん
と
欲
し
た
も
の
で
、

m後
に
就
い

て
見
れ
ば
、
如
来
は
符
如
の
泊
命
に
よ
り
、
全
力
を

原
げ
て
庇
認
し
た
人
で
あ
る
か
ら
、
叔
緩
精
舎
ず
る

う
て
在
方
の
一円
附
則
は
、
も
と
金
抑
制
坊
の
昨
辿
を

、a
e
v

航
ゑ
て
あ
っ
た
か
ら
、
越
地
と
い
う
た
。
随
う
て
こ

の
加
に
近
い
、
今
の
品
川
六
川
北
方
の
一
一
臥
附
を
諮
地

の
御
阪
な
ど
L

い
う
た
の
℃
あ
る
が
、
後
に
レ

y
チ

と罰
円
川
制
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

レ
ン
チ
オ
チ
ン

蓮
池
御
阜
』
ケ
Y
ロ
グ
エ

y

珍

ι、川
崎。

a
-
r
t
n
 

レ
ン
チ
パ
パ
謹
池
馬
場

金
制
作
品
川
六
附
門
の
金

抑
械
に
間
寸
る
る
今
治
怖
に
な
っ
て
ゐ
る
腕
に
あ
っ

た
。
明
治
七
年
弘
且
設
六
問
と
な
り
、
茶
底
容
の
建

設
を
請
さ
れ
る
に
及
ん
で
、
馬
場
形
・

土
居
等
を
悉

〈
取
投
っ
た
。

会
一
〉
入
京

l
桁
一
如
が
山
副
総
寺
を
出
た
の
は
、
彼
自
身

の
お
文
に
よ
る
も
、
或
は
文
明
三
年
四
且
と
し
、
或

は
五
且
と
す
る
。
恭
し
諮
如
は
初
か
ら
北
凶
が
親
間

以
降
最
も
凶
鰍
の
深
い
所
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
地
に

至
っ
て
宗
勢
挽
回
を
講
じ
よ
う
と
欲
し
た
が
、
門
徒

中
に
付
僻
越
に
法
主
の
砂
住
す
る
を
不
可
と
す
る
も

の
が
あ
っ
た
の
で
、
先
づ
京
仰
に
出
て
形
勢
を
見
た

が
、
限
仁
以
降
騒
乱
の
跡
は
未
だ
回
復
し
て
居
な
か

っ
た
。
凶
っ
て
五
且
一
た
び
制
限
寺
に
郎
旬
、
そ
の

中
旬
の
一
夜
蹴
然
金
訴
か
ら
盟
問
に
航
L
、
若
狭
含

綬
、
越
前
に
入
る
こ
と
与
な
っ
た
の
で
あ
る
と
思
は

れ
る
。
巡
如
が
滞
京
中
に
岡
市
し
て
何
を
ぬ
し
た
か
に

就
い
て
、
論
者
或
は
越
前
の
邸
合
放
銃
に
封
し
て
そ

の
領
内
に
布
教
す
る
の
諒
削
併
を
得
た
の
で
あ
ら
う
と

合一
U

大
谷
脱

m
lこ
れ
よ
り
後
八
年
、
銀
融
元
年
山
地

如
付
申
〈
の
刑
制
化
に
品
口
う
て
、
法
主
の
臓
を
裂
い
だ
。

然
る
に
判
的
時
漸
〈
興
隆
し
た
一
向
宗
は
仰
の
注
目
を

芯
き
、
加
ふ
る
に
勢
に
采
じ
て
他
宗
を
蹴
視
す
る
門

末
も
あ
っ
た
か
ら
、
見
正
六
年
正
且
十
日
叙
山
の
衆

徒
勝
起
し
て
大
谷
本
山
m
を
茨
き
、
一由
J
l

一
訟
の
謎
如

は
僅
か
に
宗
砲
の
修
倣
を
務
じ
て
身
を
腕
L
、
叙
々

路
仁
元
年
に
は
堅
問
の
法
佐
の
家
に
在
っ
た
が
、
こ

こ
も
叙
山
の
麓
に
近
〈
し
て
安
全
の
地
で
な
か
っ
た

か
ら
、
道
m
M
の
閥
旋
に
よ
っ
て
三
労
寺
に
交
捗

L
、

寺
内
雨
別
腕
な
る
近
松
寺
の
也
祉
を
得
、
文
明
元
年

か
ら
二
年
に
京
る
附
に
一
寺
そ
建
立
し
た
。
し
か
も

何
本
側
寺
と
抑
制
す
る
こ
と
を
仰
っ
て
断
結
寺
と
名
づ

け
た
慌
で
あ
り
、
三
年
に
は
之
を
十
子
部
似
に
邸
し

て
、
己
は
胞
然
北
陸
に
入
り
、
宗
勢
娩
問
の
策
を
赫

じ
よ
う
と
し
た
。

る f向日
。中陽
の に
琴:少

額五
昔話
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たず
白 r._
Jレ'ふ

忌ぞ
(:1: --， 
fL tよ
ると
泊、 L
b て
でも
あ 、

想
像
す
る
者
が
あ
る
。
し
か
し
、
此
の
際
倣
況
が
在

京
し
た
か
否
か
ど
一
一
挺
問
で
あ
り
、
前
引
制
刷
出
仁
記
に

よ
れ
ば
、
般
用
問
が
束
帥
花
の
御
聞
の
味
方
と
し
て
上

泊
附
し
た
の
台
、
引
月
五
日
に
在
る
と
す
る
か
ら
、
同

日
制
削
飴
す
る
が
如
く
に
考
へ
ら
れ
る
。

〈
凶
)
加
制
H
制判明也

l
m地
如
は
越
附
に
入
っ
た
が
、
最
初

よ
り
そ
こ
に
在

HU
--る
を
円
的
と
し
た
の
で
は
な
か

っ
た
o
h起
を
以
て
直
に
加
賀
に
入
旬
、
六
且
の
頃
に

は
そ
の
品
u
匙
め
地
で
今
口
出
来
の
住
持
す
る
木
山
市
苛

に
入
っ
た
。
こ
の
前
は
越
巾
腕
興
寺
系
仰
に
普
か
れ

る
の
み
な
ら
ず
、
文
明
三
年
七
且
十
六
日
附
の
帖
外

御
文
に
も
、
『
炎
.夫
の
こ
ろ
到
州
加
ト
ハ
河
北
)
郡
一泊

ケ
の
庄
の
門
或
片
山
越
』
に
間
た
こ
と
が
見
え
、
球

片
山
訟
は
こ
伎
を
指
す
と
思
は
れ
る
。

ハ
ヤ
乱
〉
古
口
附
坊
舎

l
泌
如
は
加
引
を
組
組
し
た
が
、
寺

地
と
し
て
泊
目
前
の
所
を
得
ず
、
総
に
一
た
び
れ
見
し

た
吉
崎
こ
そ
地
刷
出
上
必
好
で
あ
る
と
思
う
た
ら
し

〈
、
科
び
杖
を
越
前
に
返
し
て
、
七
』
什
七
日
以
降

念
に
伽
蹴
活
径
の
工
を
起
し
た
。
謎
如
が
古
口
一
附
の
地

を
鈍
得
し
た
手
刷
引
の
如
何
は
得
て
之
を
H
M
か
に
せ

ぬ
。
論
者
或
は
之
を
倒
汽
敏
m
M

の
好
訟
に
よ
る
も
の

が
あ
る
o
し
か
し
、
倣
訴
は
此
の
年
五
且
五
日
人
治

し
、
サ
一
日
越
前
の
守
胞
に
任
ぜ
ら
れ
た
も
の
で
、

常
時
同
内
に
政
磁
向
多
〈
、
附
に
附
付
を
得
た
る
も

従
力
の
未
だ
之
に
伴
は
ぬ
も
の
が
あ
っ
た
の
み
な
ら

ず
、
山
上
林
聞
の
一
小
羽
合
、
必
ず
し
も
開
宅
地
闘

の
諒
併
を
得
る
ま
で
も
な
か
っ
た
で
あ
ら
う
。
さ
れ

ば
か
の
反
故
袈
お
に
い
ふ
如
〈
、『

m
w“左
衛
門
学
日

英
林
宗
縦
〈
敏
舟
同
人
)
、
億
総
院
法
印
(
迎
如
)
巾
ぷ

ぜ
ら
れ
し
都
好
』
と
な
れ
る
は
、苦
一
的
が
繁
昌
に
赴
い

た
後
に
於
い
て
、
政
治
家
と
祭
政
家
と
相
利
用
間
開
館

し
た
ζ
と
の
意
味
で
、
こ
の
交
際
が
限
包
と
な
っ
て
一

寺
山
地
を
得
た
の
で
は
あ
る
ま
い
。
況
や
青
山
町
は
加
幻
」

九

，晶.，、


